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衝突安全 予防安全・運転支援

高度運転支援 完全自動運転

自律型
（車両組込）

エアーバッグ

シートベルト

乗員保護
ボディー構造

車線維持制御

車間距離・速度制御

衝突被害軽減制動

隊列走行

車群制御

縦横制御
製品化済み・普及段階

安全装備・運転支援技術の進展

広義の自動運転が含まれる領域

協調型
（路車・車車）

情報提供・警報

ダイナミック・ルートガイダンス

合流支援

前方障害物

自律型と協調型のコラボレーションにより、自動運転の実現を目指す
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自動走行システムの考え方

協調型(路車・車車、等)の強みは、 「先読み」が出来ること

•出典：第4回オートパイロットシステムに関する検討会 配布資料４ Ｐ５



データ通信により、環境情報の取り組みが可能となる
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情報収集、情報提供

危険検知＆注意報

警報＆衝突回避制御

Actions
データ通信の種類

(Type of Communication)

広域通信
(VICS、携帯電話、M2Mデバイス)

狭域通信
(ETC2.0、V2X(車車間、路車間、
歩車間など)、WiFi、など)

車載機器間の車内通信
(自律系センサー)

衝突までの
時間
Time to
Collision

10 sec

1 sec

0 sec

自動走行システムの考え方



SIP-adus

協調型自動運転システム

自律走行と自動運転が
補完しあうシステム

協調型システム

自律走行

車両が搭載したセンサーを
用いて走行
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出典：US Department of Transportation

車車間通信や路車間通
信を利用して走行

協調型により、高度な自動運転の実現が可能になる

自動走行システムの考え方
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Ａ後続直進車
Ｂ進路変更車

自動走行システムの通信の事例

合流・車線変更の事例： データ通信による意思確認が必要

①Ｂ車が、合流・車線変更の意志を
伝える(通信利用)

②A車は、OK回答(通信利用)し、車
間を制御

③B車は、自律センサーで安全確認
し、合流・車線変更を実施し、変更
中・完了を伝える(通信利用)
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自動運転が切り開く新たな未来像（イメージ）

SIP-adus

•出典：第６回オートパイロットシステムに関する検討会 配布資料４ Ｐ１０


